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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも音声による通話と、みなし音声を用いたファクシミリ通信とを含む複数のセ
ッションを同時に行うことが可能な画像処理装置であって、
　アナログ電話機を制御する電話制御手段と、
　前記みなし音声を用いたファクシミリ通信を制御する複数のモデムと、
　符号化された音声データを入出力するための複数のパルス符号変調手段と、
　前記電話制御手段と、前記複数のモデムとの何れかを、前記複数のパルス符号変調手段
の何れかへ接続するための複数のセレクタと、
　要求される処理に応じて、前記複数のセレクタを制御することにより、前記電話制御手
段と、前記複数のモデムとの何れかを、前記複数のパルス符号変調手段の何れかへ接続し
て該処理を実行させる制御手段と
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記複数のモデムは、第１のモデム及び第２のモデムを含み、
　前記複数のパルス符号変調手段は、第１のパルス符号変調手段及び第２のパルス符号変
調手段を含み、
　前記制御手段は、
　前記画像処理装置に設けられたハンドセット又は子電話のオフフックを検知すると、前
記第１及び第２のパルス符号変調手段のそれぞれが使用中であるか否かを判定する判定手
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段を備え、
　前記判定手段によって前記第１のパルス符号変調手段が未使用であると判定されると、
前記複数のセレクタを制御して、該第１のパルス符号変調手段に前記電話制御手段を接続
し、
　通話中に所定のボタンが押下されたことを検知すると、前記複数のセレクタを制御して
、前記第１のパルス符号変調手段から前記電話制御手段を切り離し、前記第１のパルス符
号変調手段へ前記第１のモデムを接続して前記みなし音声を用いたファクシミリ通信を開
始させることを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記複数のモデムは、第１のモデム及び第２のモデムを含み、
　前記複数のパルス符号変調手段は、第１のパルス符号変調手段及び第２のパルス符号変
調手段を含み、
　前記制御手段は、
　前記画像処理装置に設けられたハンドセット又は子電話のオフフックを検知すると、前
記第１及び第２のパルス符号変調手段のそれぞれが使用中であるか否かを判定する判定手
段を備え、
　前記判定手段によって前記第１のパルス符号変調手段が使用中で、かつ、前記第２のパ
ルス符号変調手段が未使用であると判定されると、前記複数のセレクタを制御して、前記
第２のパルス符号変調手段を前記電話制御手段へ接続し、
　通話中に所定のボタンが押下されたことを検知すると、前記複数のセレクタを制御して
、前記第２のパルス符号変調手段から前記電話制御手段を切り離し、第２のパルス符号変
調手段へ第２のモデムを接続して前記みなし音声を用いたファクシミリ通信を開始させる
ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記複数のモデムは、第１のモデム及び第２のモデムを含み、
　前記複数のパルス符号変調手段は、第１のパルス符号変調手段及び第２のパルス符号変
調手段を含み、
　前記制御手段は、
　前記画像処理装置に設けられたハンドセット又は子電話のオフフックを検知すると、前
記第１及び第２のパルス符号変調手段のそれぞれが使用中であるか否かを判定する判定手
段を備え、
　前記判定手段によって前記第１及び第２のパルス符号変調手段が使用中であると判定さ
れると、前記電話制御手段へビジー信号を送出することを特徴とする請求項１に記載の画
像処理装置。
【請求項５】
　前記複数のセレクタの状態情報を保存する保存手段をさらに備え、
　前記判定手段は、前記保存手段に保存された前記状態情報に基づいて判定を行い、
　前記制御手段は、前記複数のセレクタを制御した場合に、前記状態情報を更新すること
を特徴とする請求項２乃至４の何れか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　少なくとも音声による通話と、みなし音声を用いたファクシミリ通信とを含む複数のセ
ッションを同時に行うことが可能な画像処理装置であって、アナログ電話機を制御する電
話制御手段と、前記みなし音声を用いたファクシミリ通信を制御する複数のモデムと、符
号化された音声データを入出力するための複数のパルス符号変調手段と、前記電話制御手
段と、前記複数のモデムとの何れかを、前記複数のパルス符号変調手段の何れかへ接続す
るための複数のセレクタと、を備える前記画像処理装置の制御方法であって、
　制御手段が、要求される処理に応じて、前記複数のセレクタを制御することにより、前
記電話制御手段と、前記複数のモデムとの何れかを、前記複数のパルス符号変調手段の何
れかへ接続して該処理を実行させる制御工程を実行することを特徴とする画像処理装置の
制御方法。
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【請求項７】
　前記複数のモデムは、第１のモデム及び第２のモデムを含み、
　前記複数のパルス符号変調手段は、第１のパルス符号変調手段及び第２のパルス符号変
調手段を含み、
　前記制御手段は、
　前記画像処理装置に設けられたハンドセット又は子電話のオフフックを検知すると、前
記第１及び第２のパルス符号変調手段のそれぞれが使用中であるか否かを判定する判定工
程を実行し、
　前記判定工程において前記第１のパルス符号変調手段が未使用であると判定されると、
前記複数のセレクタを制御して、該第１のパルス符号変調手段に前記電話制御手段を接続
し、
　通話中に所定のボタンが押下されたことを検知すると、前記複数のセレクタを制御して
、前記第１のパルス符号変調手段から前記電話制御手段を切り離し、前記第１のパルス符
号変調手段へ前記第１のモデムを接続して前記みなし音声を用いたファクシミリ通信を開
始させることを特徴とする請求項６に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項８】
　前記複数のモデムは、第１のモデム及び第２のモデムを含み、
　前記複数のパルス符号変調手段は、第１のパルス符号変調手段及び第２のパルス符号変
調手段を含み、
　前記制御手段は、
　前記画像処理装置に設けられたハンドセット又は子電話のオフフックを検知すると、前
記第１及び第２のパルス符号変調手段のそれぞれが使用中であるか否かを判定する判定工
程を実行し、
　前記判定工程において前記第１のパルス符号変調手段が使用中で、かつ、前記第２のパ
ルス符号変調手段が未使用であると判定されると、前記複数のセレクタを制御して、前記
第２のパルス符号変調手段を前記電話制御手段へ接続し、
　通話中に所定のボタンが押下されたことを検知すると、前記複数のセレクタを制御して
、前記第２のパルス符号変調手段から前記電話制御手段を切り離し、第２のパルス符号変
調手段へ第２のモデムを接続して前記みなし音声を用いたファクシミリ通信を開始させる
ことを特徴とする請求項６に記載の画像処理装置の制御方法。
【請求項９】
　前記複数のモデムは、第１のモデム及び第２のモデムを含み、
　前記複数のパルス符号変調手段は、第１のパルス符号変調手段及び第２のパルス符号変
調手段を含み、
　前記制御手段は、
　前記画像処理装置に設けられたハンドセット又は子電話のオフフックを検知すると、前
記第１及び第２のパルス符号変調手段のそれぞれが使用中であるか否かを判定する判定工
程を実行し、
　前記判定工程において前記第１及び第２のパルス符号変調手段が使用中であると判定さ
れると、前記電話制御手段へビジー信号を送出することを特徴とする請求項６に記載の画
像処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　請求項１乃至５の何れか１項の画像処理装置としてコンピュータを機能させるための該
コンピュータで読み取り可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、みなし音声を用いたファクシミリ通信を行う画像処理装置、その制御方法、
及びプログラムに関するものである。
【背景技術】
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【０００２】
　近年ではＩＰ網の高速ネットワークを用いたファクシミリ（ＦＡＸ）伝送が普及しつつ
ある。ＩＰ網を用いた、ＦＡＸ伝送には、２種類の方法が有る。１つは、ＩＴＵ－Ｔ勧告
のＴ．３８と呼ばれる伝送方式で、Ｔ．３０プロトコルで伝送される信号をデジタル信号
のまま伝送する方法であり、Ｔ．３０に比べ、高速な伝送が行なえるものである。もう１
つは、ＩＴＵ－Ｔ勧告のＴ．３０プロトコルを用いた、みなし音声を用いた伝送方法であ
る。これはデータをモデムによりアナログ信号にデジタル変調し、さらに音声コーデック
（ＣＯＤＥＣ）によって音声パケット化したものを伝送する方法であり、Ｔ．３０のアナ
ログ信号を音声信号とみなして伝送するため、みなし音声伝送（Ｉｎｂａｎｄ方式）と呼
ばれる。
【０００３】
　上述のような構成におけるみなし音声伝送では、送信データのデジタル信号をアナログ
信号に変調し、さらに音声コーデックによって音声パケット化する必要がる。或いは、受
信データの音声パケットを音声コーデックによって復号し、さらにデジタル信号に復調す
る必要があるので、音声コーデックを内蔵してデジタルで入出力が可能なデジタルモデム
が考案されている。音声パケットの符号化方式は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７１１などが用い
られ、この伝送プロトコルとしては、ＲＴＰ（Ｒｅａｌ Ｔｉｍｅ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）が
使用され、ＰＣＭ Ｉ／Ｆなどを通じてバスと接続されている。
【０００４】
　また、上記２つの方法では、ＳＩＰ（Ｓｅｓｓｉｏｎ Ｉｎｉｔｉａｔｉｏｎ Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）が用いられ、ＩＰ網上でのポイント・ツー・ポイントの伝送が実現される。ま
た、ＩＰ網としては、ＮＴＴが提供しているＮＧＮ（Ｎｅｘｔ Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ Ｎ
ｅｔｗｏｒｋ）と呼ばれるデジタル公衆網や、ＩＰ構内交換機（ＩＰ－ＰＢＸ）などを用
いた構内ＩＰ回線がある。特に、ＮＧＮ網の場合、帯域保証、セキュリティ管理などが行
われるため、高速かつ安全に画像伝送が行える。ＮＧＮでは最大１Ｍｂｐｓを保証してお
り、従来の公衆電話回線（ＰＳＴＮ）と比較して約３０倍速い伝送が可能になる。
【０００５】
　また、音声をパケット符号化しＩＰ網上で送受することで通話を実現するＩＰ電話が知
られている。この技術を用い、ＦＡＸのハンドセット・子電話（以下、ハンドセットと称
する。）で通話を実現することが可能である。ハンドセットをＩＰ網に接続するために、
電話とＩＰ網を接続するＳＬＩＣ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ Ｌｉｎｅ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ
 Ｃｉｒｃｕｉｔ：加入者線接続回路とも呼ばれる。）が用いられる。ＳＬＩＣの主な用
途は、アナログ音声の音声パケットへの符号化、電話のフック検知、電話からのダイヤル
信号などの識別や、電話の鳴動制御などである。ＳＬＩＣの入出力Ｉ／Ｆはデジタルモデ
ムと同様、デジタル化された音声信号となっており、音声信号の符号化方式は、ＩＴＵ－
Ｔ勧告Ｇ．７１１などが用いられ、この伝送プロトコルとしては、ＲＴＰ（Ｒｅａｌ Ｔ
ｉｍｅ Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）が使用され、ＰＣＭ Ｉ／Ｆなどを通じてバスと接続されてい
る。
【０００６】
　また、ＦＡＸのハンドセットは、通話後、手動送信に用いられることが多く、上述のみ
なし音声伝送でも、手動送信をサポートする必要がある。手動送信モードとは、送信時に
、接続されたハンドセットや子電話で相手の電話番号を入力し、相手先と会話後に、その
まま電話を切らず、ＦＡＸ文書を送信するモードである。相手と直接会話後にＦＡＸ文書
を送れるため、誤送信を防止できるというメリットがある。上述の通り、みなし音声伝送
において手動送信を実現する際に、ハンドセットでの通話にはＳＬＩＣを、ＦＡＸ通信に
はデジタルモデムを選択的に用いることが必要となる。つまり、ＰＣＭ Ｉ／ＦへＳＬＩ
Ｃを接続するかデジタルモデムを接続するか選択する必要がある。
【０００７】
　また、ＰＳＴＮで複数の接続先に同時に接続するためには、モジュラケーブルを回線分
接続する必要があるがＩＰ回線を用いたみなし音声伝送では１本のネットワークケーブル
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を接続するだけで、複数の接続先に同時に接続し、通信や通話が可能である。このような
マルチセッション環境では、ＳＩＰを例に挙げるとＩＮＶＩＴＥからＢＹＥまでが１つの
接続セッションとなる。最初の接続がセッション１、次の接続がセッション２となり、物
理回線と紐付いているわけではない。
【０００８】
　特許文献１には、ＳＬＩＣとデジタルモデムの接続をスイッチで切り替える構成が開示
されている。具体的には、スイッチを用いて一般電話宛の着信を一般電話に接続し、ＩＰ
電話宛の着信をＶｏＩＰゲートウェイを介して一般電話に接続する技術であり、送信元が
ＦＡＸであればデジタルモデムへ接続し、送信元がＦＡＸでなければＳＬＩＣへ接続する
。しかし、手動送信などの機能を実現したみなし音声を用いたＦＡＸ通信や、複数のデジ
タルモデムに対する制御については言及されていない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特許第３７７２８２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、上記従来技術には以下に記載する問題がある。マルチセッションに対応
したＦＡＸ装置は、ＦＡＸ及びＦＡＸと同時に接続される通信に必要なセッション数分の
デジタルモデムを搭載している。例えば、２セッション同時通信可能なＦＡＸであればＦ
ＡＸ内部にデジタルモデムを２個搭載している。しかし、ハンドセットや子電話を同時に
使用できる人数は１人であり、ＦＡＸに接続するハンドセットや子電話は通常１台である
。従って、電話機能を制御するＳＬＩＣはＦＡＸに１個しか搭載されていない。したがっ
て、ＩＰ網でのみなし音声伝送を含むマルチセッションを行う場合は、２個のデジタルモ
デム間で、１個のＳＬＩＣを排他的に使用しなければならない。つまり、手動送信を行う
場合、通話時にＳＬＩＣを使用し、その後ＦＡＸ送信でデジタルモデムを使用する。そこ
で２個あるデジタルモデムのどちらとでもＳＬＩＣを組み合わせて手動送信できなければ
ならないという課題があった。
【００１１】
　本発明は、上述の問題に鑑みて成されたものであり、ＩＰ網でのみなし音声伝送を含む
マルチセッションを行うことが可能な環境において、１つのＳＬＩＣを２つのデジタルモ
デム間で好適に使用することにより、ファクシミリの手動送信を実現する仕組みを提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、少なくとも音声による通話と、みなし音声を用いたファクシミリ通信とを含
む複数のセッションを同時に行うことが可能な画像処理装置であって、アナログ電話機を
制御する電話制御手段と、前記みなし音声を用いたファクシミリ通信を制御する複数のモ
デムと、符号化された音声データを入出力するための複数のパルス符号変調手段と、前記
電話制御手段と、前記複数のモデムとの何れかを、前記複数のパルス符号変調手段の何れ
かへ接続するための複数のセレクタと、要求される処理に応じて、前記複数のセレクタを
制御することにより、前記電話制御手段と、前記複数のモデムとの何れかを、前記複数の
パルス符号変調手段の何れかへ接続して該処理を実行させる制御手段とを備えることを特
徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明は、ＩＰ網でのみなし音声伝送を含むマルチセッションを行うことが可能な環境
において、１つのＳＬＩＣを２つのデジタルモデム間で好適に使用することにより、ファ
クシミリの手動送信を実現する仕組みを提供できる。
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【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本発明の画像処理装置の概略構成図。
【図２】、
【図３】、
【図４】、
【図５】本発明の主要部分の構成図。
【図６】本発明のセレクタのＳＷ状態を示す図。
【図７】本発明の動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、添付図面を参照して本発明の実施形態を詳しく説明する。なお、以下の実施形態
は特許請求の範囲に係る本発明を限定するものでなく、また本実施形態で説明されている
特徴の組み合わせの全てが本発明の解決手段に必須のものとは限らない。
【００１６】
　＜画像処理装置の構成＞
　以下では、図１乃至図７を参照して、本発明の一実施形態について説明する。まず、図
１を参照して、本発明で用いる画像処理装置の概略構成図を示す。
【００１７】
　画像処理装置１００は、ＣＰＵ１０１、表示／操作部１０３、スキャナ部１０４、印刷
部１０５、ＩＰパケット作成／解析部１０６、画像変換制御部１０７、ＲＯＭ１０８、Ｒ
ＡＭ１０９、ＨＤＤ１１０、Ｔ．３０／Ｔ．３８プロトコル作成／解析部１１１、ネット
ワークＩ／Ｆ部１１２、デジタルモデム１１３、１１４、電話制御部（ＳＬＩＣ：Ｓｕｂ
ｓｃｒｉｂｅｒ Ｌｉｎｅ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ Ｃｉｒｃｕｉｔ：加入者線接続回路）１
１５、及びハンドセット／子電話１１６を備える。また、画像処理装置１００は、ネット
ワークＩ／Ｆ部１１２を介してＩＰ網１０２に接続される。
【００１８】
　ＣＰＵ１０１は、ＲＯＭ１０８に格納された制御プログラムに基づいて画像処理装置１
００における各デバイスを制御する。ＲＯＭ１０８は、各種制御プログラムやデータを保
持する。ＲＡＭ１０９は、ＣＰＵ１０１のワーク領域、エラー処理時のデータの退避領域
、制御プログラムのロード領域などを有する。ＨＤＤ１１０は、各種制御プログラムや印
刷データを保存する。
【００１９】
　ＩＰ網１０２は、イントラネット、公衆ＩＰ網等である。表示／操作部１０３の表示画
面には、例えばウインドウ、アイコン、メッセージ、メニューその他のユーザインターフ
ェース情報が表示される。表示／操作部１０３は、ユーザがコピー、ＦＡＸ、プリンタ操
作を行うための各種キーや、表示画面上のアイコン、メニューなどを操作する画面ポイン
ティングデバイスから構成される。
【００２０】
　スキャナ部１０４は、原稿の読み取りを行う。印刷部１０５は、ＲＡＭ１０９やＨＤＤ
（ハードディスクドライブ）１１０に保存した印刷データの印刷を行う。Ｔ．３０／Ｔ．
３８プロトコル作成／解析部１１１は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０／Ｔ．３８プロトコルに
よるファクシミリ伝送情報を生成し、また受信したプロトコルからファクシミリ伝送情報
を取り出す機能を有する。ＩＰパケット作成／解析部１０６は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｔ．３０
／Ｔ．３８プロトコルをＩＰパケットにマッピングし、受信したＩＰパケットからＩＴＵ
－Ｔ勧告Ｔ．３０／Ｔ．３８プロトコルを取り出す機能を有する。画像変換制御部１０７
は、ＦＡＸ通信する画像の圧縮伸張や変倍、線密度変換を行う。
【００２１】
　ＮＩＣ（Ｎｅｔｗｏｒｋ Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ Ｃｏｎｔｏｒｏｌｌｅｒ）１１２は、ネ
ットワーク部Ｉ／Ｆであり、これを通してＩＰ網に接続される。モデム（ＭＯＤＥＭ）１
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１３、１１４は、ＦＡＸ信号の送受信をするＦＡＸ通信制御部（変復調器（デジタルモデ
ム１，デジタルモデム２））である。ＳＬＩＣ（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ Ｌｉｎｅ Ｉｎｔ
ｅｒｆａｃｅ Ｃｉｒｃｕｉｔ：加入者線接続回路）１１５は、音声信号の符号／復号化
を行い電話機能を実現する回路である。ＳＬＩＣは、音声フォーマットＧ．７１１やＧ．
７２９を符号復号するＡ／Ｄ変換部、Ｄ／Ａ変換部を有する。
【００２２】
　例えば、ＩＰ網において、みなし音声を用いたＦＡＸ送信を行う場合、スキャナ部１０
４で読み取った文書画像は、ＲＡＭ１０９へ格納され、次いで画像変換制御部１０７で画
像変換される。そして、デジタルモデム１１３によって変調され、次いでＩＰパケット作
成／解析部１０６において、ＩＰパケット化された後、ネットワークＩ／Ｆ部１１２によ
ってＩＰ網１０２へ送出される。
【００２３】
　＜回路構成＞
　次に、図２を参照して、ＳＬＩＣ１１５を２つのデジタルモデム１１３、１１４の間で
排他的に使用するための回路構成について説明する。ハンドセット１１６を用いた手動送
信の場合は、ＳＬＩＣ１１５及びハンドセット１１６を用いる。まず、図２を参照して、
デジタルモデム１１３、１１４、及びＳＬＩＣ１１５を含む回路構成について詳細に説明
する。
【００２４】
　２０１は、デジタルモデム１１３の制御Ｉ／Ｆであり、ＵＡＲＴ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ
 Ａｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ Ｒｅｃｅｉｖｅｒ Ｔｒａｎｓｍｉｔｔｅｒ）を用いている
。同様に、２０２は、デジタルモデム１１４の制御Ｉ／Ｆであり、ＵＡＲＴを用いている
。ＵＡＲＴ２０１、２０２は、デジタルモデム１１３、１１４へＡＴコマンド等で制御命
令やＦＡＸ送信の際に画像データを送ったり、ＦＡＸ受信の際にデジタルモデム１１３、
１１４から画像データ受け取ったりするために用いられている。
【００２５】
　２０３は、ＳＬＩＣ１１５の制御Ｉ／Ｆであり、ここでは３線シリアル（ＳＰＩ）が用
いられる。ＣＰＵ１０１は、ＳＰＩ２０３を通じてＳＬＩＣ１１５へ制御命令を送る。Ｓ
ＬＩＣ１１５からハンドセットオフフック、オンフックなどの通知を受ける。
【００２６】
　２０４はＰＣＭ（pulse code modulation：パルス符号変調） Ｉ／Ｆ １、２０５は、
ＰＣＭ Ｉ／Ｆ ２である。本実施形態では、ＰＣＭ Ｉ／Ｆは例えばＳＰＩなどの３線シ
リアルＩ／Ｆを用いる。ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４、２０５は、デジタルモデム１１３、１１
４又はＳＬＩＣ１１５とデジタル化された音声データを入出力するために用いられる。
【００２７】
　２０６はポートであり、後述するセレクタＡ２０７、セレクタＢ２０８、セレクタＣ２
０９を制御するためのポートである。デジタルモデム１１３、１１４、及びＳＬＩＣ１１
５は、セレクタＡ２０７、セレクタＢ２０８、セレクタＣ２０９を切り替えることにより
、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４、２０５に接続することができる。これらのセレクタは、スイッ
チになっており、図２中の（１）側、（２）側へ切り替えることによって、下記の動作を
行う。このように、ＣＰＵ１０１は、ポート２０６を制御することにより、図２に示す回
路構成の回路状態を制御し、ＳＬＩＣ１１５の排他的使用を実現する。
【００２８】
　ＣＰＵ１０１がポート２０６を制御し、セレクタＡ２０７を（１）に設定すると、ＰＣ
Ｍ Ｉ／Ｆ２０４のＲＸ入力側とデジタルモデム１１３のＴＸ出力側が接続される。また
、（２）に設定すると、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４のＲＸ入力側とＳＬＩＣ１１５のＴＸ出力
側が接続される。ＣＰＵ１０１がポート２０６を制御し、セレクタＢ２０８を（１）に設
定すると、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５のＲＸ入力側とデジタルモデム１１４のＴＸ出力側が接
続される。また、（２）に設定すると、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５のＲＸ入力側とＳＬＩＣ１
１５のＴＸ出力側が接続される。
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【００２９】
　ＣＰＵ１０１がポート２０６を制御し、２０７セレクタＣを（１）に設定すると、ＰＣ
Ｍ Ｉ／Ｆ２０４のＴＸ出力側とＳＬＩＣ１１５のＲＸ入力側が接続される。同時にＰＣ
Ｍ Ｉ／Ｆ２０４のＴＸ出力側と、デジタルモデム１１３のＲＸ入力側も接続される。Ｃ
ＰＵ１０１がポート２０６を制御し、２０７セレクタＣを（２）に設定すると、ＰＣＭ 
Ｉ／Ｆ２０５のＴＸ出力側とＳＬＩＣ１１５のＲＸ入力側が接続される。同時に２０５ 
ＰＣＭ Ｉ／Ｆ １のＴＸ出力側と、デジタルモデム１１４のＲＸ入力側も接続される。
【００３０】
　ここで、デジタルモデム１１３、１１４を用いたアナログ変調、音声パケット化の流れ
における制御について説明する。画像送信時においては、ＣＰＵ１０１は、デジタルモデ
ムの制御Ｉ／ＦであるＵＡＲＴ２０１、２０２を使って、デジタルモデム１１３、１１４
へＪＢＩＧ方式などで圧縮された画像データを送る。デジタルモデム１１３、１１４は、
画像データをアナログ信号に変調し、さらに音声コーデックによってＧ．７１１などへ符
号化する。ＣＰＵ１０１はＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４、２０５において音声データを受け取り
、ネットワークＩ／Ｆ部１１２から送出する。一方、画像受信時は、その逆でネットワー
クＩ／Ｆ部１１２から受信したＧ．７１１などの音声データをＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４、２
０５にてデジタルモデム１１３、１１４へ送信する。デジタルモデムは音声パケットを復
号し、さらにデジタル復調してＪＢＩＧ方式などで圧縮された画像データを得る。ＣＰＵ
１０１はＵＡＲＴ２０１、２０２においてデジタルモデム１１３、１１４から画像データ
を受け取る。
【００３１】
　次に、ＳＬＩＣ１１５を用いたアナログ音声の音声パケット化の流れにおける制御につ
いて説明する。送話時は、ハンドセット１１６からＳＬＩＣ１１５へアナログ音声が送ら
れる。アナログ音声は、ＳＬＩＣ１１５でＧ．７１１などへ符号化される。ＣＰＵ１０１
はＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４、２０５にて音声データを受け取り、ネットワークＩ／Ｆ部１１
２から送出する。受話時は、ネットワークＩ／Ｆ部１１２から受信したＧ．７１１などの
音声データをＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４、２０５にてＳＬＩＣ１１５へ送る。音声データは、
ＳＬＩＣ１１５でアナログ音声へ復号され、ハンドセット１１６から音声として出力され
る。
【００３２】
　＜状態Ａ＞
　図３に示す回路状態について説明する。図３では、セレクタＡ２０７を（１）に、セレ
クタＢ２０８を（１）に設定した状態である。この状態を状態Ａとする。状態Ａでは、セ
レクタＣはどちらに設定されてもよい。状態Ａは、２セッション同時にＦＡＸ通信する際
に用いられる状態である。
【００３３】
　状態Ａでは、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４のＲＸ入力側とデジタルモデム１１３のＴＸ出力側
が接続され、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４のＴＸ出力側とデジタルモデム１１３のＲＸ入力側が
接続される。また、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５のＲＸ入力側とデジタルモデム１１４のＴＸ出
力側が接続され、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５のＴＸ出力側とデジタルモデム１１４のＲＸ入力
側が接続される。
【００３４】
　従って、状態Ａでは、デジタルモデム１１３と、デジタルモデム１１４を使用した、２
セッション同時にＦＡＸ送受信を行うことが可能となる。もちろん、デジタルモデム１１
３だけを用いて１セッションのＦＡＸ送受信を行う、或いは、デジタルモデム１１４だけ
を用いて１セッションのＦＡＸ送受信を行うことも可能である。
【００３５】
　＜状態Ｂ＞
　図４に示す回路状態について説明する。図４では、セレクタＡ２０７を（１）に、セレ
クタＢ２０８を（２）に、セレクタＣ２０９を（２）に設定した状態である。この状態を
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状態Ｂとする。状態Ｂは、主にデジタルモデム１１３でＦＡＸ通信しながら、ＳＬＩＣ１
１５で通話を行うための状態である。
【００３６】
　状態Ｂでは、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４のＲＸ入力側とデジタルモデム１１３のＴＸ出力側
が接続され、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４のＴＸ出力側とデジタルモデム１１３のＲＸ入力側が
接続される。また、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５のＲＸ入力側とＳＬＩＣ１１５のＴＸ出力側が
接続され、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５のＴＸ出力側とＳＬＩＣ１１５のＲＸ入力側が接続され
る。
【００３７】
　従って、状態Ｂでは、デジタルモデム１１３によるＦＡＸ送受信と、ＳＬＩＣ１１５に
よるハンドセットを用いた通話が同時に可能となる。もちろん、デジタルモデム１１３だ
けを用いて１セッションのＦＡＸ送受信を行うことや、ＳＬＩＣ１１５だけを用いて通話
のみを行うことも可能である
　＜状態Ｃ＞
　図５に示す回路状態について説明する。図５では、セレクタＡ２０７を（２）に、セレ
クタＢ２０８を（１）に、セレクタＣ２０９を（１）に設定した状態である。この状態を
状態Ｃとする。状態Ｃは、主にデジタルモデム１１４でＦＡＸ通信しながら、ＳＬＩＣ１
１５で通話を行うための状態である。
【００３８】
　状態Ｃでは、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４のＲＸ入力側とＳＬＩＣ１１５のＴＸ出力側が接続
され、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４のＴＸ出力側とＳＬＩＣ１１５のＲＸ入力側が接続される。
また、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５のＲＸ入力側とデジタルモデム１１４のＴＸ出力側が接続さ
れ、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５のＴＸ出力側とデジタルモデム１１４のＲＸ入力側が接続され
る。
【００３９】
　従って、状態Ｃでは、デジタルモデム１１４によるＦＡＸ送受信と、ＳＬＩＣ１１５に
よるハンドセットを用いた通話が同時に可能となる。もちろん、デジタルモデム１１４だ
けを用いて１セッションのＦＡＸ送受信を行うことや、ＳＬＩＣ１１５だけを用いて通話
のみを行うことも可能である。
【００４０】
　＜セレクタと動作＞
　次に、図６を参照して、セレクタの設定と動作状態について説明する。画像処理装置１
００では、セレクタ２０７、２０８、２０９の切り替えで上記状態Ａ、Ｂ、Ｃを持つこと
ができ、この状態を切り替えることにより、２セッション同時のＦＡＸ手動送信が可能と
なる。実際の動作に関しては図６で説明する。図６に示すテーブルは、回路状態の状態情
報を示し、ＲＯＭ１０８に予め保持されていることが望ましい。ＣＰＵ１０１は、当該テ
ーブルを参照して、所定の動作に合わせて、回路の状態を設定する。
【００４１】
　図６に示すように、デジタルモデム１１３、１１４の２セッション同時ＦＡＸ送受信を
行う場合は、セレクタＡ２０７を（１）、セレクタＢ２０８を（１）とする。デジタルモ
デム１１３でＦＡＸ送受信、同時にＳＬＩＣ１１５で通話する場合はセレクタＡ２０７を
（１）、セレクタＢ２０８を（２）、セレクタＣ２０９を（２）とする。デジタルモデム
１１４でＦＡＸ送受信、同時にＳＬＩＣ１１５で通話する場合はセレクタＡ２０７を（２
）、セレクタＢ２０８を（１）、セレクタＣ２０９を（１）とする。
【００４２】
　なお、何れのＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４、２０５を使用して通信、通話が行われているかと
いう情報（ＰＣＭ Ｉ／Ｆ使用状況）は、ＣＰＵ１０１によりＲＡＭ１０９内部に常時保
持される。或いは、デジタルモデム１１３はＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４を、デジタルモデム１
１４はＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５を使用することから、どちらのデジタルモデムが使用されて
いるかという情報をＲＡＭ１０９内部に保持する構成としてもよい。
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【００４３】
　＜処理手順＞
　次に、図７を参照して、上記各状態Ａ乃至Ｃを切り替えて所定の動作を実行する際の処
理手順について説明する。以下で説明する処理は、ＣＰＵ１０１がＲＯＭ１０８、ＨＤＤ
１１０等に格納された制御プログラムをＲＡＭ１０９へ読み出して実行することにより実
現される。ユーザはＦＡＸ手動送信を試みる。
【００４４】
　Ｓ７０１において、初期状態から動作を開始する。画像処理装置１００の回路状態は、
初期状態として図３に示す状態Ａになっている。Ｓ７０２において、ユーザがハンドセッ
ト１１６をオフフックすると、ＳＬＩＣ１１５がオフフックを検知し、Ｓ７０３において
ＳＰＩ２０３を通してオフフックをＣＰＵ１０１に通知する。Ｓ７０４において、オフフ
ック通知を受けたＣＰＵ１０１は、ＲＡＭ１０９からＰＣＭ Ｉ／Ｆの使用状況を取得す
る。
【００４５】
　取得した結果、Ｓ７０５において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４、ＰＣＭ Ｉ
／Ｆ２０５ともに未使用であった場合は、現在ＦＡＸ通信は行われていないと判断し、Ｓ
７０６へ進む。それ以外の場合はＳ７１６へ進む。Ｓ７０６において、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２
０４を用いたＳＬＩＣ１１５での通話を行うため、ＣＰＵ１０１は、ポート２０６を制御
して、回路状態を図５に示す状態Ｃへ設定する。ここでは、両方のＰＣＭ Ｉ／Ｆが未使
用なのでＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５でも構わないが、両セッション未使用の場合はＰＣＭ Ｉ／
Ｆ２０４を使用することとする。同時にＳ７０７において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ
／Ｆ２０４が使用中である旨をＲＡＭ１０９へ保存する。つまり、ここでは、現在の回路
の状態を示す状態情報として、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４が使用中である旨を更新してもよい
し、各セレクタの設定等の情報をＲＡＭ１０９へ更新してもよい。なお、以下で説明する
状態情報の更新においても同様である。
【００４６】
　Ｓ７０８において、ＣＰＵ１０１は、ハンドセット１１６から発せられたアナログ音声
を、ＳＬＩＣ１１５によってデジタル化、音声パケット化させ、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４へ
入力させる。また、ネットワークＩ／Ｆ部１１２から入力された音声パケットは、ＰＣＭ
 Ｉ／Ｆ２０４から出力されＳＬＩＣ１１５により復号、アナログ化されハンドセット１
１６を通してユーザの耳へ届く。
【００４７】
　Ｓ７０９において、ＣＰＵ１０１は、ユーザがＦＡＸ送信するためにＦＡＸ送信開始ボ
タンを押下したことを検知する。Ｓ７１０において、ＣＰＵ１０１は、ポート２０６を制
御して、回路状態を図３に示す状態Ａへ設定する。同時にＳ７１１において、ＰＣＭ Ｉ
／Ｆ２０４の使用が未使用になった旨をＲＡＭ１０９へ保存する。Ｓ７１２において、Ｃ
ＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４を使用して、デジタルモデム１１３を使用したＦＡ
Ｘ送信を開始する。それと同時にＳ７１３において、ＣＰＵ１０１は、再びＰＣＭ Ｉ／
Ｆ２０４が使用中である旨をＲＡＭ１０９へ保存する。Ｓ７１４において、ＦＡＸ送信が
完了したことを検知する。それと同時にＳ７１５において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ
／Ｆ２０４が未使用になった旨をＲＡＭ１０９へ保存する。
【００４８】
　Ｓ７１６において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４が未使用で、かつ、ＰＣＭ 
Ｉ／Ｆ２０５が使用中であるか否かを判定する。そうである場合は、デジタルモデム１１
４によるＦＡＸ通信が既に行われていると判断し、Ｓ７１７へ進む。そうでなければ、Ｓ
７２７へ進む。
【００４９】
　Ｓ７１７において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４を用いたＳＬＩＣ１１５で
の通話を行うため、回路状態を図５に示す状態Ｃへ設定する。同時にＳ７１８において、
ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４が使用中である旨をＲＡＭ１０９へ保存する。Ｓ
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７１９において、ＣＰＵ１０１は、Ｓ７０８と同様、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４を用いてＳＬ
ＩＣ１１５、ハンドセット１１６による音声通話が行われ、Ｓ７２０において、ユーザが
ＦＡＸ送信するためにＦＡＸ送信開始ボタンを押下したことを検知する。
【００５０】
　Ｓ７２１において、ＣＰＵ１０１は、ポート２０６を制御して、図３に示す状態Ａへ設
定する。同時にＳ７２２において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４の使用が未使
用になった旨をＲＡＭ１０９へ保存する。Ｓ７２３において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ 
Ｉ／Ｆ２０４を使用して、デジタルモデム１１３を使用したＦＡＸ送信を開始する。それ
と同時にＳ７２４において、ＣＰＵ１０１は、再びＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４が使用中である
旨をＲＡＭ１０９へ保存する。Ｓ７２５において、ＣＰＵ１０１は、ＦＡＸ送信が完了し
たことを検知する。Ｓ７２６において同時に再びＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４が未使用になった
旨をＲＡＭ１０９へ保存する。
【００５１】
　Ｓ７２７において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４が使用中で、かつ、ＰＣＭ 
Ｉ／Ｆ２０５が未使用であるか否かを判定する。そうである場合は、デジタルモデム１１
３によるＦＡＸ通信が既に行われていると判断し、Ｓ７２８へ進む。そうでなければ、Ｓ
７３８へ進む。
【００５２】
　Ｓ７２８において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５を用いたＳＬＩＣ１１５で
の通話を行うため、回路状態を図４に示す状態Ｂへ設定する。同時にＳ７２９において、
ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５が使用中である旨をＲＡＭ１０９へ保存する。Ｓ
７３０において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５を用いてＳＬＩＣ１１５、ハン
ドセット１１６による音声通話が行われ、Ｓ７３１において、ユーザがＦＡＸ送信するた
めにＦＡＸ送信開始ボタンを押下したことを検知する。
【００５３】
　Ｓ７３１において、ＣＰＵ１０１は、ポート２０６を制御して、回路状態を図３に示す
状態Ａへ設定する。同時にＳ７３２において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５の
使用が未使用になった旨をＲＡＭ１０９へ保存する。Ｓ７３３において、ＣＰＵ１０１は
、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５を使用して、デジタルモデム１１４を使用したＦＡＸ送信を開始
する。それと同時にＳ７３４において、ＣＰＵ１０１は、再びＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５が使
用中である旨をＲＡＭ１０９へ保存する。Ｓ７３６において、ＣＰＵ１０１は、ＦＡＸ送
信が完了したことを検知する。Ｓ７３７において、ＣＰＵ１０１は、同時に再びＰＣＭ 
Ｉ／Ｆ２０５が未使用になった旨をＲＡＭ１０９へ保存する。
【００５４】
　Ｓ７３８において、ＣＰＵ１０１は、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４、及びＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５
がともにＦＡＸ通信中であると判断する。Ｓ７３９において、ＣＰＵ１０１は、ＳＰＩ２
０３からＳＬＩＣ１１５に対し、ハンドセット１１６にＢＵＳＹ ＴＯＮＥを送出するこ
とを指示する。Ｓ７４０において、ＣＰＵ１０１は、ハンドセット１１６からＢＵＳＹ 
ＴＯＮＥが出力し、処理を終了する。
【００５５】
　以上説明したように、本実施形態に係る画像処理装置は、アナログ電話機を制御するＳ
ＬＩＣと、みなし音声を用いたファクシミリ通信を制御する複数のモデムと、符号化され
た音声データを入出力するための複数のＰＣＭＩ／Ｆと、ＳＬＩＣと複数のモデムとの何
れかを、複数のＰＣＭＩ／Ｆの何れかへ接続するための複数のセレクタとを備える。さら
に、本画像処理装置は、要求される処理に応じて、複数のセレクタを制御することにより
、ＳＬＩＣと、複数のモデムとの何れかを、複数のＰＣＭＩ／Ｆの何れかへ接続して当該
処理を実行させる。
【００５６】
　具体的には、本画像処理装置は、ハンドセット又は子電話のオフフックを検知した際に
、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４が未使用であると判定されると、セレクタを制御して、ＰＣＭ Ｉ
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（ＦＡＸ送信開始ボタン）が押下されると、セレクタを制御して、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４
からＳＬＩＣ１１５を切り離し、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４へデジタルモデム１１３を接続し
てみなし音声を用いたファクシミリ通信を開始させる。
【００５７】
　また、ハンドセット又は子電話のオフフックを検知した際に、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４が
使用中で、かつ、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５が未使用であると判定されると、本画像処理装置
は、セレクタを制御して、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５をＳＬＩＣ１１５へ接続して通話を開始
する。その後、通話中にＦＡＸ送信開始ボタンが押下されると、セレクタを制御して、Ｐ
ＣＭ Ｉ／Ｆ２０５からＳＬＩＣ１１５を切り離し、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０５へデジタルモデ
ム１１４を接続してみなし音声を用いたファクシミリ通信を開始させる。
【００５８】
　また、ハンドセット又は子電話のオフフックを検知した際に、ＰＣＭ Ｉ／Ｆ２０４、
２０５が両方とも使用中であると判定されると、本画像処理装置は、ＳＬＩＣ１１５へビ
ジー信号（ＢＵＳＹ ＴＯＮＥ）を送出する。
【００５９】
　このように、本実施形態に係る画像処理装置によれば、１つのＳＬＩＣを２つのデジタ
ルモデム間で排他的に使用することにより、ファクシミリの手動送信を実現することがで
きる。
【００６０】
　＜その他の実施形態＞
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（又はＣ
ＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【図１】 【図２】
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